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「東部地区商工業地域整備事業」について1

「市道0139号線整備事業」について2

平成20年代に入り、市民の4割が市外で消費している状況を重
く受け止め、商業・業務用地の整備を行い、新たな雇用の場の創
出や買い物環境の改善を図り、若者や子育て世代の定住促進と
自立した経済圏を確立し、持続可能なまちづくりを達成するため、
東部土地区画整理組合を設立して、開発を進めることとした。

（1）事業に至る経緯

（1）事業に至る経緯

（2）市議会への説明と議会での承認

（2）市議会への説明と議会での承認

年月

平成26年 1月
平成27年 11月

平成28年3月 ～30年3月
平成30年 11月
平成31年 3月
令和元年 7月
令和2年3月 ～5年3月
令和5年3月 ～4月
令和6年 3月
令和8年 6月

内容

土地区画整理事業での開発検討開始
全員協議会：市街地開発整備事業について説明
　地権者説明会及び仮同意書収集状況の報告
市議会定例会：平成28年度～平成30年度事業費予算【可決】
全員協議会：保留地購入企業の決定について説明
市議会定例会：平成31年度事業費予算【可決】
常陸太田市東部土地区画整理組合が設立
市議会定例会：令和2年度～令和5年度事業費予算【可決】
商業施設（スーパーマーケット、ホームセンター等）オープン
造成工事完了
官民連携複合施設（書店、カフェ等）オープン

（3）事業費と財源
組合総事業費 29億円

うち公共施設等
　管理者負担金（国・市 負担金） 3.7億円

財源 国 補助金 1.8億円
 合併特例債ほか地方債 1.8億円
 本市の一般財源 0.1億円

（4）期待される事業効果
現在の雇用状況は、東部地区全体で24店舗、520人
を超えており、そのうち約60％の320人が市民である。
企業誘致がすべて完了すると、東部地区全体で少
なくとも31の店舗や企業が立地することとなる。雇
用者数は約800人にのぼり、他市町村から本市に働
きに来る方も多くなることが想定され、地域の活性
化が図られるとともに、市内定住の促進と市外への
人口流出の抑制が図られる。
また、近隣の市町村や福島県からの買い物客が増
えつつあるが、市道0139号線の開通によっても、日
立市方面からの集客も増加が見込まれ、これに伴う
各店舗の売上げ向上も期待される。

日立・常陸太田間の通勤、通学環境の大幅な改善、命を守る救
急医療機関への搬送時間の短縮や東部地区への相互アクセスの
向上を図る観点から、両市にとって重要な路線であると位置づけ、
国・県に対する要望を重ね、合併支援事業の対象路線の指定を受
け、平成30年度から令和11年度までの計画で国・県・本市・日立市
と共に整備を進めているものである。

年月

平成29年 12月
平成30年 3月

平成31年3月 ～令和5年3月
令和5年 7月

令和6年 3月
令和6年 11月

令和7年 3月

内容

全員協議会：事業概要説明
市議会定例会：平成30年度事業費予算【可決】
　県が合併市町村幹線道路緊急整備支援対象道路に指定
市議会定例会：平成31年度～令和5年度事業費予算【可決】
全員協議会：市道0139号線道路整備事業費等について説明
　全体事業費：約135億円（本市約125億円、日立市約10億円）
市議会定例会：令和6年度事業費予算【可決】
全員協議会：全体事業費の増加について説明
　物価高騰により本市事業費が約135億円から約264億円に増額
市議会定例会：令和7年度事業費予算【可決】

（3）事業費と財源
本市の事業費 264億円

財源 国・県 補助金 122億円
 合併特例債ほか地方債 132.5億円
 日立市負担金 3億円
 本市の一般財源 6.5億円

（4）期待される事業効果
四季の丘はたそめから日立市山側道路まで約6分

で移動が可能となり、日立市の三次救急医療機関へ
の救急搬送時間が約7分短縮され、生存率の向上
が期待されるとともに、当区間の一日の利用者は
6,000人を超え、通勤・通学環境や往来の改善、さら
には本市の定住促進などの効果が期待される。
また、本路線が新たな東西方向の交通の軸となる

ことで、東部地区商工業地域や市街地へのアクセス
性の向上と、整備の進む国道293号バイパスとの相
乗効果により、都市間交流の活発化することで経済
面での効果も大いに期待される。

市議会議員の平山晶邦です。私は令和8年6月議会定例会において常陸太田市の三大プロジェ
クト東部地区商工業地域整備事業、日立市と結ぶ市道0139号線（仮称 真弓トンネル道路）、山吹
運動公園整備と新総合体育館整備の事業について一般質問を行いました。

市議会議員として4年間を締めくくる最後の質問ですから、なぜ私が常陸太田市の今後の核と
なる三大事業を質問したのかを踏まえて、市民の皆様の理解をいただきたいと思います。

最初に三大事業のこれまでの経緯、財政の裏づけ、今後の常陸太田市にもたらす効果の三点
について議会活動の中であった執行部（市）からの説明や議会答弁から整理しご説明いたします。

着々と整備される日立市へ続く真弓トンネル

にぎわいを見せる東部地区商業施設

誠実に市民の皆様に寄り添う
常陸太田市を目指します。

討議資料

※本市の実質的な負担額は、平成30年度から令和42年度
までの43年間で約42億円となり、年平均1億円弱である。

誠実に! 即実行!

“常陸太田市の未来”を共に考えましょう

3.7億円の内訳



常陸太田市議会議員平山晶邦後援会
〒313-0113 常陸太田市高柿町258番地 tel/fax 0294-76-2019
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「山吹運動公園整備」と「新総合体育館整備」の事業について3

「市道0139号線整備事業」について

（1）事業に至る経緯 （2）市議会への説明と議会での承認

（3）事業費と財源

（4）期待される事業効果

常陸太田市は近隣の那珂市や常陸大宮市と比較して国道349号線沿
いの「街」としての機能は大変遅れていました。また、企業誘致が進まず
雇用の場がないと市民から指摘され、買い物環境や外食環境、書店・カ
フェなどの文化環境も遅れている地域でした。私は、このまま何も対策を
講じないとしたら常陸太田市は地域から忘れ去られる「街」になってしま
う。雇用の場がなければ若者が外へ出て少子化人口減少が急速に進み
「街」としての機能が失われてしまう、と考えました。

そのような常陸太田市の将来は都市機能の低下、少子化人口減少が進
むことによって生産年齢人口（18歳から65歳までの人口）の減少などに
より、本市財政の自主財源に悪影響を及ぼして行くことになるでしょう。

それならば、財政的に国・県そして土地所有者の皆さんがご協力いただ
けるこの時期に地域開発を進めることが必要と判断して、強力に市議会
議員として応援してまいりました。

茨城県内の都市開発でも成功事例であり、他の市町村からも多くの来
場者を迎え、市のにぎわいと活気が出てきました。

「にぎわいの創出」ばかりではなく、本市で長年の課題であった「雇用
の場」の創出も生まれています。最終的には31社が操業し、約800人の雇
用を生む地域になります。本年8月には、太田警察署の南側に、埼玉県か
ら従業員もともなって、ステンレスアート共栄という企業が新たな生産拠
点を整備し進出します。

首都圏の経営者に選ばれる常陸太田市なのです。

また、買い物や外食環境も大きく変化し、全国チェーンで消費者から人
気の高い、無印良品・スターバックス・TSUTAYA（市民の念願であった書
店）などが、行政と協力した中で常陸太田市へ進出してくれました。

常陸太田市の将来に向けての大きな「核となる街」ができたのです。

私は、この道路整備事業は、救急医療体制が脆弱な本市にあって日立
市の総合病院や救命救急病院に短時間につなぐ「命をつなぐ道路」にな
ると、議会の場でもたびたび申し上げ、早急な整備を強く要望してまいり
ました。私の思いは、確かに地方には「医療格差」がありますが、「命の格
差」を生じさせてはいけないという強い思いであります。

この道路整備は、日立市と常陸太田市が真弓の山を貫通するトンネル
で結ばれるという歴史的な事業であり、両市にとっても「県北地域の発展
にとっても最重要となる道路」整備なのです。この道路整備により、常陸
太田市は、国道349号、293号との相乗効果、ならびに県北地域の道路の
ハブとしての役割が期待でき、地域振興が図られるものと考えます。

「山吹運動公園」と「新総合体育館」の整備について
私は、「まちづくり」は市民が「憩える場や施設」や「一堂に会する場」
などが必要だと考えます。

現在、常陸太田市には総合体育館や、いざというときの大規模な冷暖
房設備のある避難場所や指定避難所がありません。

今回の山吹運動公園と新総合体育館整備は、子供から高齢者まで幅広
い市民が利用できる「生涯学習の拠点」「健康づくりの拠点」「スポーツ
振興の拠点」「災害時に市民を守る拠点」「市民の各種イベントの拠点」
など複合的・多様的交流施設の役割を果たす場所が、山吹運動公園と新
総合体育館なのです。

その施設運営には、今までよりは多くの予算がかかるのは事実ですが、
それは常陸太田市の財政を脅かす状況には絶対になりません。

この事業を議会で承認してきた、そして進めてきた市議会議員 平山晶邦
として申し上げておきます。

かかる予算よりも、もっと大きな市民への福祉の向上につなげてまいります。

行政の使命は、市民の暮らし・いちのを守り、楽しさを創造し、市民の
豊かな生活を少しでも前進することに努めることではないでしょうか。
三大事業は多額の予算がかかっていますが、その予算の多くを国・
県の補助金で進めることが出来ているのです。
その実行には、計画に対する事業の金額、地域にとって将来的な効
果などが、国・県により厳しく審査され承認されなければ、計画として
進めることはできません。
常陸太田市単独で進めている事業ではないのです。
市民の皆様が、多くの予算が使われている事業に、将来を心配する
お気持ちも私は理解できますが、絶対に将来にわたって市民の皆様に
ご負担をかけるような事業ではありません。お約束いたします。
今、変化が速い社会で、地方は首都圏との「地域間格差」「経済格
差」「教育格差」「医療格差」等叫ばれているその格差解消に常陸太
田市は果敢に挑戦しているのです。
この三大事業は、大久保元市長が種を蒔き、宮田前市長が育て、藤
田市長へ受け継がれ、確実に常陸太田市の「まちづくり」を、そして
「市民」を次のステージに導いていくでしょう。
私は、常に社会変化の早急なスピードについていける常陸太田市を
創るために、全力でこれからも頑張ってまいります。

本市のスポーツ活動等の中心拠点として、多くの市民に利用されてきた
山吹運動公園旧市民体育館が、昭和52年の建設から40年以上が経過し、老
朽化や空調設備未設置、バリアフリー未対応など課題が多く、令和2年3月に
策定されたスポーツ施設整備計画において、更新する方針が示された。
現在、整備が進められている山吹運動公園と新総合体育館は、スポーツ活
動の中心拠点としての活用に留まらず、市民の健康増進、生涯学習、災害時
の避難所など広く市民が親しみ、活用できる場とすることを目的として、令
和9年度の完成が予定されている。

年月

令和3年 2月

令和4年 2月
令和4年 3月
令和4年 10月

令和5年 3月
令和6年 3月

令和6年 8月
令和6年 11月

令和6年 12月

令和7年 3月

内容

全員協議会：新総合体育館整備基本計画（案）の状況について説明
　概算事業費：46億円
全員協議会：整備スケジュール等について説明
市議会定例会：令和4年度事業費予算【可決】
全員協議会：基本設計の進捗状況及び概算事業費について説明
　物価高騰により全体概算事業費が68億円に増額
市議会定例会：令和5年度事業費予算【可決】
全員協議会：新総合体育館実施設計結果について説明
　物価高騰により全体概算事業費が73億円に増額
市議会定例会：令和6年度事業費予算【可決】
新総合体育館建築工事が応札者なしにより不調
全員協議会：入札経過、不調の原因、対応方針、工事費等について説明
　物価高騰への対応として、建築工事費を7.5億円増額
全員協議会：周辺整備を含めた全体事業費等について説明
　事業費の精査及び物価高騰への対応により全体概算事業費が約90億円に増額
市議会定例会：新総合体育館建築工事請負契約について【可決】
令和7年度事業費予算【可決】

事業費 90億円

財源 国 補助金 40億円
 合併特例債ほか地方債 46億円
 基金 2億円
 本市の一般財源 2億円

トップレベルの大会等や高校、大学等の大会の誘致によるスポーツの振興はもとよ
り、日常的な健康づくりや体力の向上、防災拠点としての役割を有するなど、交流人
口・関係人口の拡大、地域経済や地域振興の活性化、防災力の向上など、多面的・多様
的な価値を持つ施設として、幅広い活用が期待される。
完成後は、山吹運動公園全体で年間約20万人の来場者数を目指している。
なお、施設の運営経費については、公共施設等総合管理計画に基づくスクラップ＆

ビルドによる運営経費の捻出に努めており、本市の財政に影響を及ぼすものではない。

「東部地区商工業地域整備事業」について

令和9年度完成予定

常陸太田市の未来に全力で!

※本市の実質的な負担額は、令和4年度から令和
40年度までの37年間で約16億円となり、年平均
の実質的な負担額は、4～5千万円である。

3大プロジェクトの完成は
 常陸太田市の新たな発展へ!

三大事業の総括


